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明
応
二
年（
一
四
九
三
）以
前

　
小
田
原
北
条
家
初
代
の
伊い

せ勢
宗そ

う

瑞ず
い（

北
ほ
う
じ
ょ
う条

早そ
う

雲う
ん

）は
、
室
町
幕
府
政ま

ん
ど
こ
ろ所

執
事
伊
勢
家
の
庶
流
で
あ
る
備
中
伊
勢

家
の
出
自
で
、
長
ら
く
永え

い

享き
ょ
う

四
年（
一
四
三
二
）生
ま
れ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
康こ

う

正し
ょ
う

二
年（
一
四
五
六
）生

ま
れ
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
父
は
盛も

り

定さ
だ

、
母
は
伊
勢
家
嫡
流
貞さ

だ

国く
に

の
娘
で
あ
る
。
在
世
中
に
北
条
名
字
は

称
し
て
お
ら
ず
、
実じ

つ
み
ょ
う名は

盛も
り
と
き時

と
す
る
説
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
早
雲
は
庵
号
で
あ
り
、
宗
瑞
が
法
名

で
あ
る
。
北
条
早
雲
は
有
名
だ
が
俗
称
と
い
う
わ
け
で
あ
り
、
以
下
は
宗
瑞
で
統
一
し
て
呼
称
す
る
。
元
服
は

文ぶ
ん
め
い明

二
年（
一
四
七
〇
）か
三
年
と
の
推
定
が
あ
り﹇
黒
田 

二
〇
一
九
﹈、
発
給
文
書
の
初
見
は
文
明
三
年
六
月
二
日
付

で
備
中
国
荏え

原ば
ら

郷（
岡
山
県
井
原
市
）の
法ほ

う

泉せ
ん

寺じ

に
与
え
た
禁
制
で
あ
る﹇
小
田
原
北
条
四
〇
﹈。

　
宗
瑞
の
父
盛
定
は
、
婚
姻
に
よ
っ
て
伊
勢
家
嫡
流
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
幕
府
内
で
の
地
位
も
高
か
っ
た
。

こ
の
地
位
か
ら
駿
河
守
護
今
川
義よ

し

忠た
だ

と
提
携
す
る
に
至
り
、
宗
瑞
の
姉
で
あ
る
北
川
殿
が
文
明
元
年
以
前
に
、

義
忠
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
文
明
八
年（
一
四
七
六
）二
月
、
義
忠
が
遠
江
に
遠
征
し
た
帰
途
、
塩し

お

買か
い

坂ざ
か（

菊
川
市
）で
土
民
の
不
意
打
ち
を
受

け
て
戦
死
し
た
。
嫡
子
の
龍

り
ゅ
う

王お
う

丸ま
る（

の
ち
の
氏う
じ

親ち
か

）は
六
歳
と
い
ま
だ
幼
か
っ
た
た
め
、
一
族
の
小お

鹿し
か

範の
り

満み
つ

が
家

督
に
つ
こ
う
と
し
た
。
宗
瑞
は
こ
の
問
題
を
調
停
す
る
た
め
に
駿
河
に
下
向
し
た
と
も
い
い
、
だ
と
す
れ
ば
こ

れ
は
父
盛
定
以
来
続
い
て
い
た
今
川
家
と
の
提
携
関
係
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
確
実
な
史

宗
瑞
発
給
文
書
の

初
見
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料
に
欠
け
る
。

　
こ
の
と
き
、
駿
河
に
は
扇

お
う
ぎ
が
や
つ谷

上う
え
す
ぎ杉

定さ
だ
ま
さ正

の
家か

宰さ
い

太お
お

田た

道ど
う

灌か
ん

や
堀ほ

り

越ご
え

公く

方ぼ
う

足
利
政ま

さ

知と
も

の
重
臣
犬い

ぬ

懸が
け

上
杉
政ま

さ

憲の
り

ら
が
出
兵
し
た
。
道
灌
の
主
人
定
正
は
小
鹿
範
満
の
外
戚
で
あ
り
、
範
満
支
援
の
目
的
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
範
満
優
位
で
事
態
は
い
っ
た
ん
収
拾
し
た
。
龍
王
丸
成
人
ま
で
は
、
範
満
が
家
督
の
地
位
を
認

め
ら
れ
た
と
い
う
。
宗
瑞
は
内
紛
を
収
め
た
功
に
よ
り
、
駿
河
国
下し

も

方か
た
の

荘し
ょ
う（

富
士
市
）を
与
え
ら
れ
興こ

う

国こ
く

寺じ

城

（
沼
津
市
）に
在
城
し
た
と
い
う
が﹇
今
川
記
﹈、
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
み
れ
ば
、
の
ち
に
範
満
が
戦
死
し
て
氏
親
が

名
実
と
も
に
駿
河
国
主
と
な
っ
た
際
の
出
来
事
と
混
同
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　
文
明
十
年（
一
四
七
八
）二
月
、
前

さ
き
の

将
軍
足
利
義よ

し

政ま
さ

と
九
代
将
軍
義よ

し

尚ひ
さ

父
子
が
細
川
聡そ

う
め
い明
丸ま

る（
の
ち
の
政ま
さ
も
と元

）亭
を

訪
問
し
た
際
の
御お

伴と
も

衆し
ゅ
うに

「
伊
勢
八
郎
盛
時
」
が
見
え﹇
後
鑑
﹈、
仮け

み
ょ
う名

八
郎
は
父
・
兄
等
と
の
混
同
で
、
宗
瑞

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る﹇
黒
田 
二
〇
一
九
﹈。
同
十
三
年
九
月
、
宗
瑞
は
分ぶ

一い
ち

銭せ
ん

を
室
町
幕
府
に
納
入
し
、
徳と

く

政せ
い
れ
い令

の
適
用
を
受
け
て
い
る
。
同
十
五
年
十
月
に
は
将
軍
義
尚
の
申

も
う
し

次つ
ぎ

衆し
ゅ
うに

加
え
ら
れ
て
お
り﹇
慈
照
院
殿
年
中
行
事
﹈、

将
軍
側
近
と
し
て
高
い
地
位
を
得
て
い
た
。

　
文
明
末
年
、
宗
瑞
は
小
笠
原
政ま

さ

清き
よ

の
娘
と
結
婚
し
、
文
明
十
九
＝
長ち

ょ
う
き
ょ
う享
元
年（
一
四
八
七
）に
嫡
子（
の
ち
の

氏う
じ

綱つ
な

）が
誕
生
し
て
い
る
。
同
年
四
月
に
も
将
軍
義
尚
の
申
次
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が﹇
親
長
卿
記
﹈、
同
年
秋

に
は
駿
河
に
下
向
し
た
と
み
ら
れ
、
甥
の
今
川
氏
親
に
協
力
し
て
兵
を
挙
げ
、
十
一
月
九
日
に
は
小
鹿
範
満
を

討
っ
て
、
氏
親
を
名
実
と
も
に
駿
河
国
主
の
地
位
に
据
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
範
満
を
後
援
し
て
い
た
太
田

氏
綱
誕
生

宗
瑞
駿
河
下
向
、

小
鹿
範
満
を
討
つ

明応 2年以前
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道
灌
が
、
前
年
主
人
定
正
に
謀
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
範
満
打
倒
に
は
有
利
な
条
件
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
前
述
の
通
り
、
宗
瑞
は
こ
こ
に
至
っ
て
駿
河
国
下
方
荘
、
興
国
寺
城
な
ど
を
与
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

興
国
寺
城
に
つ
い
て
は
下
方
荘
と
の
位
置
関
係
で
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
、
宗
瑞
の
居
所
と
し
て
は
駿

河
石い

し

脇わ
き

城（
焼
津
市
）も
知
ら
れ
て
い
る﹇
小
田
原
中
世
二
八
九
﹈。
駿
河
下
向
前
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
瑞
は
駿
河
に
拠
点
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
幕
府
と
の
密
接
な
関
係
は
保
ち

続
け
て
い
た
よ
う
で
、
延え

ん
と
く徳

三
年（
一
四
九
一
）五
月
に
は
、
氏
親
へ
奉ぶ

ぎ
ょ
う
に
ん

行
人
奉ほ

う
し
ょ書

が
下
さ
れ
る
の
を
取
り
次
い

で
お
り﹇
北
野
社
家
日
記
﹈、
明
応
元
年（
一
四
九
二
）五
月
十
九
日
〜
同
二
年
正
月
十
七
日
の
間
に
成
立
し
た
「
東
山

殿
時
代
大
名
外
様
附
」
に
、
奉
公
衆
の
一
番
衆
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宗
瑞
は
幕
府
奉
公
衆
の

身
分
で
あ
り
、
実
態
と
し
て
は
今
川
家
の
麾き

か下
に
入
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、「
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
」
に
は
「
新
九
郎
」
と
あ
り
、
同
三
年
九
月
の
遠
江
出
陣
に
際
し
て
は

「
平
氏
早
雲
」
と
見
え
る
の
で﹇
円
通
松
堂
禅
師
語
録
﹈、
宗
瑞
の
出
家
時
期
は
明
応
元
年
五
月
〜
同
三
年
九
月
の
間

と
な
る
。
宗
瑞
は
、
在
京
時
に
は
禅
宗
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
は
じ
め
建け

ん

仁に
ん

寺じ

、
つ
い
で
大だ

い

徳と
く

寺じ

に
参
じ
て
い

る﹇
玉
隠
和
尚
語
録
、
東
渓
宗
牧
語
録
﹈。

　
　
　
明
応
二
年（
一
四
九
三
）

　
こ
の
年
、
宗
瑞
は
伊
豆
へ
侵
入
し
、
堀
越
公
方
足
利
茶ち

ゃ
ち
ゃ々

丸ま
る

を
攻
撃
し
た﹇
勝
山
記
﹈。
こ
の
行
動
は
、
か
つ

宗
瑞
、
今
川
家
の

麾
下
に
入
る

明応 2年以前～明応 2年


